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　昨年末に端を発したＢＳＥによって、米国産牛肉の輸入停止はいまだ

続いている。解禁の時期についてはさまざまな情報、憶測が飛び交って

はいるが、具体的なその時期はまだみえてこない。その間、牛丼チェー

ンから牛丼が消え、牛タン提供に苦慮する焼き肉チェーンもでてきてい

る。量販店においても同様で、夏場の焼き肉の最盛期に、その焼き肉を

中心とする品づくりに苦心している店舗・企業も多いときく。そこで今

回の「ネットでアンケート」ではその状況を踏まえ、消費者の利用状況

について焼き肉商材を中心に小売、外食に分けてきいてみた。米国産牛

肉の輸入停止下でのどのように変化をしたのかを探ってみたい。

　アンケート実施時期８月下旬。有効回答数1,474件。平均年齢36.6

歳。男女の比率は女性が51.5％。男性は48.5％。回答件数の多かった

上位10都道府県は東京、神奈川、大阪、愛知、埼玉、千葉、兵庫、北海

道、福岡、静岡であった。

小売と外食に分けてきく
有効回答数は1,474件

米国産禁輸後の
利用状況につい利用状況についてて
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　米国産牛肉の輸入停止下での消

費者の牛肉購買状況をきいてみ

た。アンケートによると「変わら

ない」と回答が一番多く、55.8％と

半数以上を占めた。ただし「減っ

た」との意見も多く、41.3％と４割

以上にのぼり、アンケートみる限

り牛肉の販売はかなり厳しいよう

に思える。

　ではこの質問を女性の年代別に

みてみる。

　20～39歳の女性では「変わらな

い」との意見がやはり55.9％とや

はり半数以上になり、「減った」と

の意見も41％とかなり高い。40歳

以上の女性の意見では「変わらな

い」が57.4％と「20～39歳」の女性

に比べて若干高くなっている。だ

が「減った」との意見も41.7％と

「20～39歳」の女性に比べて高く

なっている。

　実際に買い物する機会が多い、

女性の年代で、「減った」と感じて

いる意見が４割以上を占めている

のは、牛肉販売にとって大きな問

題であろう。

Ｑ１　米国産牛肉の輸入停止に伴い、牛肉の購買量は？

0.5％増えた

41.3％減った

55.8％変わらない

2.4％無回答

牛肉の購買量「変わらない」56％
「減った」も41％占める

　牛肉の中でも米国産牛肉への依

存度が高かった焼き肉とステー

キ。家庭ではどのように変化した

のだろうか。

　この質問もＱ１と同じような割

合となった。「変わらない」の割合

が一番高く、56.6％となっており、

「減った」との回答も40.1％と４割

を超えている。やはり「減った」と

の回答が４割を超えており、牛肉

の焼き肉・ステーキ売り場の苦戦

がこのアンケートからもみてとれ

る。

　では女性の年代別にこの回答を

みてみると「20～39歳」の女性で

「変わらない」と回答があったの

が56.7％、「減った」との回答が

39.5％となり、「減った」との回答

が４割を切っている。

　「40歳以上」の女性の回答をみて

みると「変わらない」との回答は

56.4％と、「20～39歳」の女性とほ

ぼ変わらない数値になっている

が、「減った」との回答が42.6％と

なり、3.1ポイント「20～39歳」の女

性よりアップしている。これは焼

き肉が好まれる年代とそうでない

年代との差がでているのだろう

か。

Ｑ２　米国産牛肉の輸入停止に伴い、家庭で行う焼き肉、ステーキな
ど肉料理の回数（１カ月単位）は？

0.9％増えた

40.1％減った

56.6％変わらない

2.4％無回答

焼き肉、ステーキ料理「減った」40％
「変わらない」が56％と多い
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　具体的に焼き肉、ステーキはど

れくらい減ったのか。「３分の１

ほど減った」との回答が一番多く

33％となり、次いで「半分くらい

減った」の32.1％と、２つの回答と

も同じような数値となった。ただ

「半分以上減った」との回答も

26％と３割近い数字になってお

り、その深刻さがうかがえる。た

だ「それほど減ってはいない」との

回答が９％と率は低いものの、減

っていないことは救われる。

　女性の年代別にこの回答みてみ

ると、「20～39歳」の女性では「３分

かもしれない。

　「40歳以上」の回答をみると、や

はり「３分の１ほど減った」の回答

が高く40.4％と４割を超える数字

となった。「20～39歳」の女性との

女性と比較しても高め回答割合だ

が、これを「Ｑ２」の回答と併せて

考えるみると１カ月間で焼き肉、

ステーキを家庭で行う回数は、「20

～39歳」の女性と比較して減った

が、その減り方が以前と比べて、

「３分の１ほど減った」という家

庭が一番多いということになる。

Ｑ３　「Ｑ２」で「減った」と回答された方におききします。どのくら
い、減りましたか（１カ月単位）？

26.0％半分以上減った

32.1％半分くらい減った

33.0％３分の１ほど減った

9.0％それほど減ってはいない

0.0％無回答

最も多い「⅓ほど減った」
次いで「半分くらい減った」

　米国産牛肉の枯渇から、各量販

店とも焼き肉アイテムづくりには

苦労をしているのが現状。そんな

状況下で消費者が焼き肉を行う場

合、選択するアイテムは？

　アンケートの回答では「国産の

牛肉」の回答が一番多く36.8％と、

４割近い数字となった。次いで

「とくに決めていない」との回答

が27.5％となり、これは流動的な

回答であり、「国産の牛肉」に流れ

る可能性も含んでいる。あとは

「豪州産の牛肉」15.7％、「国産の豚

肉」14.8％の順。「国産の牛肉」の焼

き肉アイテムでは米国産牛肉に比

べて価格は高めとなってくるが、

それでも人気が高いのは、品質以

外に安心・安全面での浸透が進ん

でいるためであろう。

　女性の年代別にこの回答みてみ

ると「20～39歳」の女性では「国産

の牛肉」の回答割合が36.9％と、ほ

ぼ全体の平均と同程度の割合だっ

たのが、「40歳以上」の女性では「国

産の牛肉」が43.6％となり、４割以

上の数字に。年代が上がるにつ

れ、国産の牛肉の信用度が増して

いっているようだ。

Ｑ４　現在、家庭で焼き肉をする場合、メーンの産地、食材は？

36.8％国産の牛肉

15.7％豪州産の牛肉

14.8％国産の豚肉

2.0％あれば米国産牛肉

0.9％外国産の豚肉

27.5％とくに決めていない

2.2％無回答

「焼き肉」で国産使用増える
「あれば米国産」は２％に

１ほど減った」との回答が

一番高く32.6％となっては

いるが、「それほど減っては

いない」との回答が12.3％

となっており、１割を超え

ており、全体の平均と比較

しても３％以上高くなって

いるのは、小さな救いなの
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　焼き肉アイテムの中でも、米国

産牛肉の禁輸でとくに大きな打撃

を受けたのが内臓肉。消費者は、

その内臓肉についてどうみている

のだろう。

　回答の割合が一番高かったのが

「とくに決めていない」の30.6％、

次 い で「食 べ な く な っ た」の

26.7％、「国産牛の内臓肉」の24.9％

の順となった。この中で「食べな

くなった」との回答割合が26.7％

と高いのは衝撃的である。タンな

どは焼き肉の中でも人気アイテム

である。それが、家庭で食べなく

なったのはなぜか。ＢＳＥ問題よ

る「安全・安心」、「価格」「味」「不

信感」などとさまざまな理由が考

えられるが、早くこの状態を脱せ

ねばならない。

　女性の年代別にみてみる。「20

～30歳」の女性で一番割合が高か

ったのが「食べなくなった」の

30.3％、次いで「とくに決めていな

い」の29.6％となっている。全体

の平均より「食べなくなった」の割

合が３％以上高くなっており、か

なり深刻な状況であるといえる。

　「40歳以上」の女性の回答割合を

みてみると、さらに深刻度は増

し、「食べなくなった」との回答が

39.2％と４割近くまできている。

全体の平均と比較してみても12％

以上高いことになる。内臓は栄養

価も高く、美容と健康には打って

付けの食材。「安全・安心」などの

問題と相まって、このポイントを

強くアピールすれば、内臓肉離れ

も緩和するかもしれない。

Ｑ５　米国産牛肉・内臓肉の輸入停止により、内臓肉（タンやハラミ、
レバーなど）の売り場が、様変わりしております。現在、家庭で焼き
肉をする場合、内臓肉のメーンとしているのは？

24.9％国産牛の内臓肉

3.9％豪州産の内臓肉

1.0％あれば米国産内臓肉

5.9％国産豚肉の内臓肉

30.6％とくに決めていない

26.7％食べなくなった

6.9％無回答

内臓肉「食べなくなった」27％
産地・品種「決めていない」は31％に

　一番回答の割合が高かったのが

「産地がはっきりとしている」で

38.3％と４割近い割合となった。

次いで「価格」の29.7％、「おいしそ

うかどうか」が26.1％と続いてい

る。意外なのは「タレ付き、セッ

ト商品などの簡便性」の1.8％とい

う回答割合の低さ。最近は各企業

・量販店がさまざまな工夫を凝ら

した焼き肉のセット商品の販売を

行っており、簡便性を訴えた商品

が店頭に数多く並んでいる。そん

な状況でこの数字の低さは、支持

されていないのではなく、逆に簡

便性商品の浸透ぶりを表している

のかもしれない。

　では女性の年代別にこの質問の

回答をみてみよう。

　「20～39歳」の年代では「産地が

はっきりしている」の回答割合が

37.5％と全体の割合に近かった

が、「40歳以上」の年代では50.5％

と半数以上の割合を占めている。

この割合の高さは、やはり「Ｑ４」

の質問の回答とリンクしてるのか

もしれない。

Ｑ６　現在、家庭で焼き肉を行う場合、商品を買う、一番の決め手と
なるのは？

29.7％価格

26.1％おいしいかどうか

1.6％量

38.3％産地がはっきりしている

1.8％タレ付き、セット商品などの簡便性

2.5％無回答

焼き肉での選択「産地」が38％
40歳以上の女性では51％へ
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　では、実際に消費者にとって焼

き肉売り場のアイテムの変化は家

庭の献立でどのような影響がある

のか。アンケートの回答では「困

ってはいない」との回答が８割以

上を占めている。「困っている」と

の回答は14％と２割にも満たな

い。それほど焼き肉アイテムの変

化はそれほど家庭の献立に影響を

与えていないようだ。

　女性の年代別にこの回答をみて

みると、「20～39歳」代の女性では

「困っている」との回答が17.4％あ

り、「40歳以上」の女性の10.3％を

上回っている。焼き肉というアイ

テムは、やはりどちらかというと

若い年代に好まれる料理のよう

だ。ちなみに「20～39歳」代の女性

の「困ってはいない」との回答は

79％で全体の値より若干下回って

おり、「40歳以上」の女性の「困って

はいない」との回答は86.3％とな

り、全体の値よりも上回ってい

る。

Ｑ７　売り場での焼き肉商品の減少から家庭の献立の現状は？

14.0％困っている

81.6％困ってはいない

4.4％無回答

焼き肉なくても「困らない」82％
「困っている」は14％

　“原料相場の高騰”。米国産牛肉

の禁輸よって生じた影響の１つで

ある。それが小売段階に跳ね返る

こともあったのではと推測される

が、実際、買い物を行う人たちは

どのように価格の変動を感じてい

るのだろう。

　アンケートの回答から得られる

少しの安心は、「変わらない」とい

う回答の割合が26％もあったこ

と。各店舗、各企業の仕入れ努

力、販売努力が、この数字になっ

ているのかもしれない。

　ただ、「高くなった」と感じてい

ると回答した人を全て合わせる

と、60.7％と半数以上の割合を占

めており、６割以上の人が何らか

の食肉が高くなったと感じている

わけだ。

　米国産牛肉の禁輸からもうすで

に半年以上が経過している。相場

価格も発生当初よりは安定はして

きているだろう。現在の小売価格

が標準の価格となりつつある状況

で、年末に向けて、食肉の価格は

どのように推移するのか。そし

て、輸入解禁後の食肉の価格変動

を消費者はどうとらえているだろ

うか。

Ｑ８　この何カ月かで食肉全体の価格は高くなったと感じましたか？

33.6％食肉全体が高くなった

14.3％牛肉だけ高くなった

12.8％牛肉、豚肉が高くなった

26.0％変わらない

3.1％食肉全体が安くなった

0.7％牛肉だけ安くなった

0.1％牛肉、豚肉が安くなった

9.4％無回答

食肉全体が「高くなった」34％
牛肉が「高くなった」14％
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　焼き肉店の品ぞろえも米国での

ＢＳＥ発生後、大きく変わらざる

を得なくなった。米国産の商品を

国産や豪州産にシフトする、価格

改訂の実施など。そんな中で、焼

き肉店に足を向ける回数はどのよ

うに変わったのだろう。

　アンケートでは変わらないとの

回答割合が一番高く52.2％半数を

占めた。ただ、次いで高かったの

を男女別、年代別にみてみよう。

　女性の「20～39歳」「40歳以上」、

男性の「20～39歳」「40歳以上」に分

けてみてみると、「変わらない」と

いう回答の割合が一番高かったの

は女性の「20～39歳」で54.9％。逆

に一番低かったのは男性の「40歳

以上」で47.9％となった。「変わら

ない」という回答で40％を切った

のは男性の「40歳以上」の世代のみ

であった。

　「減った」との回答で一番割合が

高かったのは男性の「40歳以上」で

45.3％となり、一番割合が低かっ

たのが女性の「20～39歳」で37.3％

となった。

　このアンケート結果をみると、

女性の若い世代の人は、焼き肉店

離れが進んでおらず、男性の「40

歳以上」の世代は焼き肉店から若

干足が遠のいているようだ。この

世代を呼べるような工夫を焼き肉

店は考えてもよいのではないか。

Ｑ９　現在、焼き肉店に行く回数は？（米国産牛肉の輸入停止以降、
１カ月単位）

52.2％変わらない

2.6％増えた

40.8％減った

4.4％無回答

焼き肉店の利用「変わらない」52％
「減った」も41％と高シェア

　「食肉への不信感」がトップとな

り、36.1％と３割以上の割合を占

めた。ついで「これといった理由

はない」の26％、「価格が上がった

から」22.2％が続いている。やは

り食肉への安全・安心に対する不

信感は根強いのか。ただ、不信感

は販売側が努力すれば、解消の方

向へは向かうもの。価格面も経営

努力などで解消はされるだろう。

厄介なのが「これといった理由は

ない」というあいまいな回答であ

る。対処の方法がないのが実情で

あろう。

　男女の年代別にこの回答をみて

みると、「食肉への不信感」との回

答の割合が一番高いのが「40歳以

上」の女性で44.3％と、他と比べて

10％弱の差がでている。前述の質

問４、５、６などの回答結果から

もみえるように、食品の安全性な

どの問題に敏感な世代なのかもし

れない。

Ｑ10　質問９で「減った」と回答された方におききします。なぜ、減
ったのですか。

9.8％焼き肉店のメニューが変わったから

22.2％価格が上がったから

5.9％味が落ちたから

36.1％食肉への不信感

26.0％これといった理由はない

焼き肉店「減った」は食肉への不信感
「理由なし」が26％

が「減った」

の40.8％ と

なった。な

ぜ減ったの

かは、次の

質問で取り

上げること

にする。

　この質問
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　男性と女性の平均値で100円以

上の差がでた。しかしもう少し男

性の方が高いかと予想していた

が、この価格差をみる限り、ほと

んどないといえるでは。それほど

女性と男性の間で注文する商品に

差がなくなってきたということ

か。

　この平均値を今度は県別でみて

みる。

　回答件数の多かった上位15都道

府県の平均値をみると、一番高か

ったのは大阪の3,492円で、次いで

広島3,191円、東京2,914円、京都

2,847円、福 岡2,812円、神 奈 川

2,810円、愛知2,795円、静岡2,767

円、兵庫2,745円、宮城2,661円、千

葉2,637円、埼玉2,634円、北海道

2,581円、茨城2,303円、岡山2,200

円の順となった。上位の大阪と下

位の岡山では実に1,200円以上の

開きがある。また２位の広島と岡

山の差も900円以上の差が出てお

り、隣県でこの差は、なぜでるの

だろうか。

　価格の変動に関してみてみる

と、「それほど変わらない」という

Ｑ11の１　現在、焼き肉店で払う、１人あたりの平均金額は？

2,788.5円 全体平均値

2,715円女性

2,867円男性

焼き肉店での支払い2,788円
「以前と変化なし」が66％

Ｑ11の２　この金額は以前（米国産牛肉の輸入停止前）と比較して？

1.8％1,500円以上上がった

7.2％1,000円ほど上がった

10.8％500円ほど上がった

66.4％それほど変わらない

1.5％1,500円以上下がった

1.9％1,000円ほど下がった

1.4％500円ほど下がった

9.1％無回答

女 男 東京 神奈川 大阪 愛知 埼玉 千葉 兵庫 北海道 福岡 静岡 京都 広島 茨城 宮城 岡山
2000

2200

2400

2600

2800

3000

3200

3400

3600

平均値

回答数上位 15県の焼き肉店で支払う一人あたりの平均値
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　ＯＩＥの基準で牛腸が危険部位

（ＳＲＭ）に指定されるかもしれ

ないという状況。この事実をあま

り知らない消費者も多いだろう。

では実際、牛腸がＳＲＭに指定さ

れた場合、消費者はどのような反

応を示すのか。

　「困らない」の回答割合が一番高

く44.4％となり、次いで「内臓肉が

好きなので困る」が24.5％で続い

ている。牛腸は好き嫌いの分かれ

やすい部位。牛腸が好きだという

人が、このアンケート結果だと４

分１ほどいるということか。では

もし、牛腸が危険部位に認定さ

れ、食用に出来なくなった場合、

その４分の１の人のために焼き肉

ると33.6％になる。この３割以上

の人が納得出来るようなアイテム

があるのだろうか。

　男女別、年代別にこの回答をみ

ると「内臓肉が好きなので困る」と

の回答割合が一番高かったのが、

「20～39歳」の男性で29.5％。逆に

一番低かったのが「40歳以上」の女

性の15.7％。「困らない」の割合が

高かったのが、「40歳以上」の女性

で51％と半数以上の割合になっ

た。低かったのが「20～39歳」の男

性で41.6％に。男女間、年代間で

回答の割合は全くの逆の反応とな

ったわけだ。

Ｑ12　国際基準で、将来的に牛の腸（テッチャンなど）がＢＳＥの危
険部位とみなされ食べられなくなる場合があるかもしれません。その
場合？

24.5％内臓肉（テッチャンなど）が好きなので困る

44.4％困らない

18.0％国際基準なのでしょうがない

9.1％他の内臓肉で代用する

4.0％無回答

牛腸の食用禁止「困らない」44％
「困る」も25％のシェア占める

回答が66.4％と半数以上に。次い

で多かったのが「500円ほど上がっ

た」の10.8％となった。男女別、年

代別にこの回答をみると、「それほ

ど変わらない」の割合が一番高か

ったのが、女性の「20～39歳」で

70％。次いで男性の「20～39歳」の

世代が67.8％で続いている。

　「500円ほど上がった」の割合が

高かったのが女性の「40歳以上」で

15.2％。次いで「40歳以上」の男性

が12.9％で続く。

　米国でのＢＳＥ発生以降、高値

の相場が続いていた。そんな状況

店、小 売

店、量販店

は牛腸に変

わるアイテ

ムを用意出

来るだろう

か。これに

「他の内臓

肉で代用す

る」という

人を合わせ

下で、消費者が「それほど変わら

ない」との感覚を焼き肉店に抱い

囲のうちだろう。

ていたの

は、焼き

肉店の努

力の結果

では。上

がったと

感じたと

し て も

500円 で

は、支払

う側の十

分許容範


